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藤原摂関家の考古学的検討瓦・寺院・都市をテーマに

今年度も昨年度に引き続き、近世の條家に関する調査・研究を中

心に摂関家の動向を探ってきた。條家邸の発掘調査資料を中心に考

古学に限らず他分野の資料もあわせて収集し、近世條家に関係する

分析を行ってきた。條家は後に五摂家と称される藤原摂関家の門

である飼査では 17 世紀後半から幕末期におけるおよそ 200年間に

わたって條家邸がどのような変遷をたどっていたのかを知る上で多

くの成果を得ることができた。今年は特に幕末期における條家を分

析し、朝廷を代表する摂関家の姿を少しではあるが明らかにすること

ができた来年度以降も継続する予定である。

近世関係の資料は公開されていないものが多く、倩報を入手するの

に他の時代より格段に時間がかかってしまうが、昨年度から引き続き

資料を収集し、少なからず資料を集めることができてきた。近世二條

家の実態が少しずつではあるが明らかとなってきた。条家文書を所

有する慶応大学・京都教育大学との共同作業の環境も整ってきた。サ

年度は條家が所有していた重要文化財含む条家文書を譲り受け

た。長きにわたって条家と接触してきたつの成果ともいえる。

またこれまで尊院にある條家の墓地凋査を進めてきたが、第

段階にあたる図化の基礎部分が完成し、現在トレース作業を進め 3分

の 1程が終了した。
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